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今道裕之先生を想んで

今置桂働ミ、コ成18年2月 14日卿 、事年73歳て旅立を ,ま

しヽ 2月 16日のお通御こは多くの方がご弔間に訪れ 広 V競

に入りきぜ 、場外で雨の中↓ヨ竹む人もあり、翌日のお第網こも長

年理事長として蜘務されて↓光新阿武山病院め職員、大学病院関係

よ 行政機関の方々、さら1彰杷Jとお雌宙こなつた方々、断酒会の

人たちなど、お通夜 お葬対こ2XXlメ近い方々が効 を惜し

み悲じ六 最後の増取れこと靭  〔翔 えになりました 三年、精

神帥因廉、特にアルヨゥ レ医療に携わつてこられた嬢 織とお

人価が 御まれる救 ご部 まヽした あまりにも早過ぎる死で

もう先生のお声を聞けないかと思うと残念でなりまも 、

私が大阪医付力単障障帥■対司して5年 目の春、今道究とが「今

度、茨木市で断酒会があるのだ力布 ってみまLrtぉJと声を力斗サて

いただきました このことが、私がカ レコ /L嚇 に境わるように

なつたきっ力Hナ〔 笛来36年間、先生とこの大阪【アルヨウ レ医

療をともに歩んでこられたことは私にとっての大いなる喜びでも

あり また先生を師と仰ぐことができたことに誇りを感じておりま

え tLlま、病院でつ乃レコ /1M出 すで1まなく、販 の芙

会に毎道何回も参加さヤLていました 昭和50年前後のことですが

はキ‐年間で711回彦加したかなぁ」とおつしゃったことを思い出

しまえ あるとき触 f_lこ 「乃レ■―クlulま 和のライフワー

ク洵 とおつしゃいました 免由ま最期まで臨床医として、アルヨ

ゥ レ医療に専合さ加̂大 阪のアルヨゥ 嫁 の発展に貢献されまし

毛
一時期知切府立精神備と研究珈 こ勤務きオしていた頃には、廟

に配属された持練保健徳4員 の教育や保健所の現場コ可ができる

力寸=ついて指導をさねAま た一方で断酒会の理解者 協力者として

関西地域の断酒会の残展t口勁 されまし7_ル レヨゥ レ依存症のお

療のあり方が、他の傍競つ治療モデルとなり得ると摺=されていま

しヽ

昭和52年から力颯こは 「帥 医療を考える傘」力鶏足

し そ の代表者として活理されました その会,ま精神医療に関係

するすべての施 人たちが一同に会し、爾 の枠ち越え相二に

理解し、語じ合うことのできる会で、搬 開閉 ヒ 帥 導競り

主体性を取り戻すべく ま た社会復昴への援助がいう1こあるべきか

など、今道先生の考えられる医療論を展開されたことをNヽ 出しま

え アルコツ И駆 でありながら軒 号医療1子うながるケースが少

ないといった現状の中 一般病院でもアルコツ 閉財新酎妹 力章でき

るのではなV均 とヽ考えら加、新阿武山病院 タ リニックの平野先生

力i西淀痢浅と病診連携を開始さ加̂それをきっ力寸サに今道洗とが世

れ 代ヽ表として、「アルコーッ叫装存と睡 内科嫁葉拘吻韓詢 を立ち

上十すら加̂乃 レヨ‐Ⅲ印 広力【りに力を尽くされました

現在の日本アルコーツ壊 瞳摘腰岸会の前身である「アルコツ 瑚

進問題研究釣 が昭和54申 こ発足しました 発起人の一人として、

さらに関圏司題学会の理事として また日本アルヨー刀本神医学会

発足当時から理事を務められるなどの学会活動に加え 者争『ツル

r・ウ 叫筋 函連肉事と海剰 等を通じ 日本の乃レヨぅⅢほ掠

充実のためにも大きな足跡を残されましヽ さらに先生は 関西で

始めて設立されたアルコゥ レ医療を割判とした藍陵園病院の初代

院長ヤも湖壬さ才k週 磯されるまでの約 19年間のその鹸 内容はそ

の当時の国胡病院としては考えられな↓‖ユを高い水準にあり、今も

つて我々はそれを凌組することができていません。設立当初は平野

胸 現i瞬長先生で、今道先生を中心,3針 国ヽ記員らと活発に医療、

嫁 研究に励んでおられましたが その当時の医師たちが今では、

大学 行魂の場で またアルコゥ ー F目の医師として各地の病

院 診痴所で活臨していまえ tLは 医師の賜密ができる教育者で

もありましF_

ある朝青0載 されたあと、昭和62年より特何節構財由 坂精

神医申乃勘巾阿武山病院の理事長に就任さ加たのですが、そ才,ヽ

らのコ々 は病院の態曽と医療に、見ているだけでも本当に悪戦者聞

の■々 を送られていたように感じましも そして、名実ともに大阪

で一番燕晴らしV端 神科病院にするなど立派な控洋者でもありま

した 先生的自党妙〔来を考えら打̂自 ら医師の定年制をひき、満
tll歳になった廟ミで一番先に退職されましな 私の医局時代の敏

授抑 熊 もあつた満田先生も、欧 で同じようt鞭

年制を取り入れら加̂最 初に退職されており、その潔, 態` に、私

には重なる酌 がヽいたしま曳

先生は昭和57年頃口肇初の心協罷整を患t9Ft、19年後に二度目



の,S閉琵蚤 循環器科に通院しながらの本であつたにも関わらず

長年に親とつてかくも偉大な業補を残された影には奥様の暖かく

たゆまぬ支えがあればこそと思つていま丸 「あ↓▼】こは頭おSあが

らスメつ的 と吻 ヤしたことがありました

アルヨウ レ医療を意したときから自助集団である断酒会の人た

ちとともに先生は歩んでこられました 断播会を支援し、発展に協

力し、先生の存在は断酒会の大きな支えでもありました 先生がア

タレヨーJ衣 存症の8者 さんのことや断酒会のことなどを話される

ときは、いつも楽しそうでした 「和気君なぁ ど んな津者さんで

あつてもみはなしたらわおヽあ 失敗しても失敗しても切り離しては

ダメ亀 乃しでしもたらどうしようもなしヽ 生きてくれていたらま

た立ち直る機会が必サ来るもの転 」と私に語ちていた約 たヽこ

とを今は懐かしく思い出しまえ

一煤 12月に新阿武山病院理を長を退任された後、体むまも

なく本の執姿に取り4/J らヽ打へ腹部の異常を感じながらも執姿が終

わるまてヽ と検査を先延ばしにされていたと開いておりまえ この

本の慎底に流れるものは、先生の医師としての生き様であり 哲 学

であり、患者さんたちへの限りな↓竣でありま抗 残された私はこ

れから先、アルヨーッし厭 に携わつていく上で、この本を最後まで

診凍の指針としていきたいと思つておりまえ

先生は 病院の中 行政つ転 また学会活動等幅広くお仕事をなさ

れましたが 臨床アルコ‐ル専門医師としての働勅 らヽ最期まで外

れることはなく、見事な人生を全うされまし亀 先生のご功績とお

大幅を偲び、越んでご冥福をお折り申し■げまえ

底疾内 輌ヽ気会 新 生会病院  理 事長 和 気 隆 三

各ノロック離

北海道プロンク

アクレヨゥ レ保健医療と地浅ネットワーク研究会 「乃レ ネ ット」

「アル ネ ット」は、190年 代の 「舶 から始まり l北海

道アルヨーツ理廟輌形酵も、「乃レヨ→,保礎医療と地顔ネットワー

ク研雑誉アル ネット」へと、イ瞬 道という広し地域で瓢岐しが

ちなアルコウ レ医療搬熙者の情報交換却中間作りを支える場とし

て活動る続けて参りました 日本アルヨール関連問題学会の前身

f日本乃レヨー′И国輛研究会Jの頃から1麟 道プロックとして日本

中弱仲間の輪をつなげてきたの転

へ これらネットワークの輸が 乃レコラ,ほ療のみにとどまら

す 他の精神隠をや地域課懲つ調頚に対応するネットワークとして

広がリカ御ナていま曳

これからもアルヨウ レ関連向題だけではないネットワークの輸

をつなげていきたいと考えていま丸

「アル ネ ット」恒例の学術宿お研修会は 平 成 ,7年 ■月%

日l■l切 日(日席韓 13回学価m姿 を開催いたしました

参力時 は当日参加をふくめると約】lXl名交通の和順性を考慮した

会場設恵つため 陵 を徹してのディスカンシヨンJと はいきまミ馬

軸 区

東海ブロックからは、ます愛知の報 アルヨゥ レ田道痢慧

に対する内詢医と精神科医との連携医療は、県域の主要な総合病院

とアルコール専F,医療機関をネットワークで結んだ二重県モカ レ

〈f二重県アルヨ ル 関連痴事研究会J)が よく知られていますが、

同様の試み力今 年愛知県でも始められようとしていまえ 連携医療

に意欲的な総合病院医師や精神科クリ‐ック医師らの呼び掛けに

奏知県印 アル■‐ 啄軒弓医療幽調など多くの賀洞者

力婆 い 目 下判蒲会勧 観 aられているところで先

アルヨゥ レ プログラムを持ち用膚料病院が比較的多く ま た精神

科 ‐般科を問わす奇盟確桜新菊助協 である愛知県におしては

連独悠坊の残明手W,期 的ま高く、内離 におけるアルコ /4f

症のスクリーエングや介入 守 目お療機関との矛診や紹介診療力進

めば アルヨー別狩存定の一次コ坊 ~次 司方にも大きく貢納する

ものと思われまえ 大切に温められ 是井実現をと待たれる活動で

曳

でしたが プログラム内容は参力時 に好評をしただきまし蔦  本

年度 平成18年第14回学術珊塚会は秋の開催を予定しておりま汽

首イ輸 の看護つ仲間が中心となって実行委員会を組織し、その準

備を進めていま曳 「地域医療ネットワーク」 「内科医との勘

などをキーフードとし、さらに、「アル ネ ットJの 判苛の輪を広

げる場としてアルヨウ レ関連問題初!L者にも魅力あるプログラム

を考えてくれるものと期待していま坑

アタレコーチイ剰濁医療とFu Fッ トヮーク確

「アル ネ ットJヨ窺卸弓

〒印  1幌 市中央区双子山4丁 目3車

医坊翌材j紹を寄旧噂 内
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潟柳 で先 卸 0ま 翻司カレク、抑配NA力【それぞオJ朔

設され県内に活動の理末を置きま汽 奏物はわ由始療ヽま県内では

これまでほt-71み の対応に限られていましたが、印 昂を目

指す地域のミーティング施設 相談施設つ趨 ま凍物筋 の後治

床に新た刺勇望を期待させまえ

終わりにい埠芳め殻 ,岐阜県で最もを舗の断酒会 岐阜東

濃断摺新生会力泊J立40周年を迎え、8月 冴 日意都市封 ヒセンター

を会場に記念大会を開催しま汽 東濃断箔新生会は昭和41年県内

の―病院つ院内断酒会として発島 その際には静岡県つ同志の多大

な助力があつたとのこと【■、その後,式ロカ者を中心円U蜘新酒会

として全断連1動しヽ 多くの回復者を生みながら歴史を今日に刻ん

できまし/_昭 和49年には それまで断摘会のなかつた県の中心

岐阜前こ断酒会務 足させる礎ともなりました 記鉾 では『幸

せへの道』をテーマに '瞬道石橋病院長 白坂知調 の記宙誌

演が予定されていま抗   い 酸掲 各 閉即訪 大野 宏 )



北陸地区

各県とも心の健瞭ヤンターあるいは精神保健福祉センターがア

ルヨウ レ 薬物関係の研修会 ,議演会を開催し、センターあるいは

保健所で相議会などを開催している。勉議会で1吉旬Ⅲ県でおこなつ

ているアルヨー/叫衣存とアディクション勉強会が4ヵ月に1度ケー

ス検討や勉議会、学会報告、そして謙演会と自助カレープとの交流

会を開いている。 1跡 Jこ限らないであろうが、医療状況あ激 しい

中国四国ブロック

平成 17年度の中国四国アルヨー/し叡調銃腫閉究会は、昨年高松

国際ホテルで盛大に開力れました 今申ま9月 9-19日 、鳥取市で

開催されま丸 湘こ各県の活動を簡期こ紹介しま丸

く鳥取県> 今 年9月 9-10日 、白え剣軸こて第24回中国四国ア

ルコー′卜郷瞳暗躍弱ワ彰親 開`催される予報

<島 慎県> 平 成17年度給会が8月 切 日に開催さ打̂広 島市子ど

も療育センターの岡田甑 rじ済却長の調 Sありました 第24回

Ⅲ陰嗜庫研舜会は 今年2月 18日に島鰈 民白情3判 嵐 アルヨ

つ 咤騒割確圃係能鵠雄部午 8月 拓 日廟 M市 倒司津 事【布わ

れましヒ アルコール関連問題 場錫お躍セミナ刊 は、昨年8月

5日に江津市総合市民センターで地顔版が、ll月 15日に県立由雲

工業高校で学校板が開催されました 若年飲酒に関するパンフレッ

トをSXXlttW械 して的 的配布しました (山帥

究会事柳奇 精 神障害者地域生活支援センター ビ フレンディン

卵 ン111)。

<広 島県> ア ルヨウ レ関連問題の地残ネットワークの振興と普

及 なら観こアルコーフト樋 に携わる軒 勒 方々と魂 を深め

ることを目的とする 「ひろしまアタレコゥ レ関連問題ネットワーク

llM:ひ ろしまALNETj」 の発足を予定しておりまえ 判綺室は

草津痢境で五 今年5月より、昨 議 員の東山良子さ

んが、相嵐 議演会やワークショップのために l‐jろ しま家族機能

相談痢 を開業することになりました く広島市中区富士見町 Hも

エツール広島803号室 切Fは 億控れン12い。

< 山日県> 碗 アルヨール麓鶴説範 月に, 謗 A l l 回

を迎えました 第 51回勉強会では、猪野亜朗先生に記念講演をし

九州ブロック

all 沖ヽ縄各県と北■ ll市で順に開催している九州アルヨ /1/N連

問題学第ま、今年度は無本県の当番年度で平成 18年 3月 3日 と4

日の両日、くまもと県民交流膨 ミレアで菊池有働病菊誰 大会会

長の下に開催されまし亀 噺ψ 推移と知こ乃レヨゥ L閥瞳の学会

て壊われるテーマも、沖 ま 案物、キャンカ レ 暴力などアルコ

ッ レ朔 の様 な々時癖価田こ広がりを見せていましたが、今ヨは今

年 H月 3日-5日 に熊本で日本時癖行動学会が開催されるという

事情もあつて、今回の第 18回九州ア″レヨー"穂 連問題学会は、「ア

ルヨゥ И調彗観野宰争 アルコール 乃 レヨール アルヨ /1/1と

アタレヨールにれつたテーマとなりました 1日 目の分科会,ま 「基

理申招白 l■tと アルヨウ ↓″守訪由、「前や者 定髪 範 アタレヨ

ー/晰町駒、「ブレ アルコホリックJ、「般脚鞄 な凛のガ ¥営が

開われ 2日 日の卵 講座では、アスクの帥 口とさんが 「クロ

スアディクショイまなぜ起きるか?」というテーマで講演されまし

ため公立病院でもアルコールにこれまでのようには対応できなく

なつてきているところもあり、中 アルヨ‐'薙

者や後継者育成力理要となつている。な力強力輪力拡がらずしんど

し状況である。

働 弓 ひ ろメンタルクリ‐ック 奥 田 カ

ていただき 1四 名の県内外のの ]がありました

<ヨ |1県>第 23回中国四国アルコウ し偶田胡観確電卸 ミ 昨年 9

月3-4日 、高樋 肺 力 叫こて開催されましツこ

<衡島県>晦 県アルコーク咽 瞳問題研究会を立ち■lする予定で

汽

<高知県>帰つ鳩棟曝健福約庄 ンターでは、「高知 ACの 勾 力戦

関紙Fttm swh』 を刊行するようになりまし/_岡 豊病院では、

「卓鞄kの働 を立ち上げ勉強会が開力れるようになりました また、

高知大学精神科学教室も、アルヨークし篠 を二部テーマに抑 塚

会を3月に開催していまえ 断拒会は3月 26日に第41回四国断酒

プロック (葛知 大会を掬欧 5月 13-15日には第62回松村断酒

学校を開催予韓 また、高知アルコウ レ摘層研究前ま7月 密

日開催予定ですが、今年も飲酒運転をテーマに取り上げRバ ス関

東元会長をお招きしま汽 下司病院関係では、昨年9月 4月に中四

アル研シンポジウムにて、『家訂け るアルコウ 帥 一統■

的アプローチは可能力▼』というテーマ(ま た、9月牙 日には

士佐市高言医師会で「アルコ‐ル依存症の病館及び因遠する内科疾

剤 と題して山本院長力韓演しました

<岡 山県> 岡 山県アルコーチ刺 苛隠研究会は 第 38口 を昨年

11月 %R 緒 章病院で、第3,回 を今年3月 18日 倉 敷中央病院

で開催しました 第40回出今年 12月 2日 1こ県ヨ司山痢境で開催予

定で九 岡山アルヨつ '純廟会 (世話人 柳口州右 河本困言・堀

井茂男)1よ 県迎田仰却浅にて飼弓第2月 曜日に開催されており、

この4月で 1覧回を迎えま丸

1事尋切司 終荏を,討売 坂D中"母う メ詞引博嗅う

え名 力)llアルヨーツt月事調厨Iタヱ告力SP群 11月に、 日力言ア/1/ヨ /1夕事

護研究会が本字2月にいずれも熊本県内で開整さ加̂熊本でのアル

ヨ‐ウ関連の学会開催が短期間に重なつたこともあつて 当初疹加

拗 減少が心配されましたが、例範 り3∞名程度の疹加を頂き、

2日 目の公開講座は会場がほぼ満席の盛況てした 来年度は3月 2

日、3日に引仇 州市p喘 駆託け前を寄弾昭党長を大会会長に開催さ

れる予急 こなつていま汽

鞠 諏

〒84201姥

佐賀県神埼郡吉野ヶ皇町三津 lm

肥前精神医療センター 東 4-2病 陳

TLlp52 52 3231(,杓 像3401的 面 Lal ittw帥 2msP邸 "

鞠 奇のある'隊謝彬神医療センターは これまで東者振村にありま

したが、この3月 の市町村創抑こより吉野ヶ里町 こなりましr_
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テーマ 「出来たこと、出来なかったこと、まぁいい力判

会 期   平 成18年 6月 23日 (翁 -24国 (コ

会 場  仙 台国際センター 仙台市青葉区青薬山

大会長  相 澤宏邦 ( □庶法人 東北会痢院 理事長・陶

プtlグラム

1 日目

鞭

1「アルコツ 閉効 基礎と臨蘇」              坂 本 隆  中

2「アルコツ 駆 敷ヨSける内科医療の関わりJ        新 澤 陽英  (山形県立日帥

軒 目誕

■「アディクション ア プローチ ー その後J
ヽ 自助力 ,一プ依存と過剰な医瀬 ヒからの転換    信 口 き よ子 偏御 ,オリ″ t/夕う

2 「情報通潟能力と援助関係作りの技法について」        宮 本 真 巳 G求 諦

雛

① 「アルコーツi極 はからだの病気であるJ

② 「燃えた 尽きた、でも 」 億欲、然力 きヽ、喜0,

③ 晴 輔社会とアルコウし楼連問題～どう向き合うか?刊

④ 「未成年者の7ルヨーツL樋 をめぐってJ

⑤ 十家掬 と「7ルヨつИ町助的 と

⑥ 「アルコーツFFEとしての抑うつと自約

O 「 クロス アディクトとどうつきあうか?当事者研究を中′Nこ」

③ fツーシャルアクション～踏み出し軸 幼めの一歩卜J

⑥ 瞭 崩こおけるアルヨッレ関連問題とその対応～これまでとこれから～J

① 「アクレヨール穂連問題における保健師の役割と層望i

2日 目

ポスターセッション (掌 り

中々力IB臣開寅

「治療的介入についてJ       講 師 :刑hBttw越 ぉ

い娘期6FtEU航的 6FonTHl

陣 鯛 眺 電 19d脳 遊 au陥 画 l`hFu)

廟 J企画

ランチョン セ ミナー υ 賠 :ヤン化 ンファー抑

「アルコーッ嚇帝症 と統合失調症 :その合併と治療J       松 本 山

(ンドニー大学神経病理学数室 NSI統合失親症関連痴尊鰤

糊 愚ゝ t眼りがご部 まヽ汽 オツエ方 ―ションにて母蔚打Vた しま坑  定 員 ,約抑 名

サテライ ト ワ ークショップ

「治床的介入の理論と実的   Jo■ lB SalHh

※劫 口申込カツ唱事←ち 傷娘箕 劫 岐を帥 頂ヽきまtl

アディクション フォーラム O推 :7ディクカンケ み実行委員翁

1慈 になつてよかつた～仲間との出会いの中でヽ J

第28回 日本アルヨゥ I卿 嘩 仙台絵 事抑奇

〒98門 男3 仙 台市青奏区柏木 1-8-7痢 ヒ会痢院内

II■  022 234KX61   FAX  骸227■268


